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公
家
日
記
に
見
え
る

「之
」

の
字
の
用
法
に
つ
い
て

―
―
平
安
時
代

の
資
料
を
対
象
に
―
―

日

「之
」
の
字
の
中
国
側
に
お
け
る
一
用
法
と
し
て
、
王
引
之
の
経
伝
釈
詞
に

「之
。
言
之
間
也
。
若
在
河
之
洲
之
属
。
是
也
。
常
語
也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、

語
句
と
語
句
の
間
に
立

っ
て
、

「之
」
の
上
の
語
句
が
下
の
語
句
を
修
飾
す
る

こ
①と
を
示
す
用
法
が
あ
る
。

こ
の
用
法
が
わ
が
国
の
奈
良
時
代
の
文
献
に
見
え
る

「之
」
の
字
の
用
法
の

な
か
で
は
も

っ
と
も

一
般
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代

の
文
献
の
み
な
ら
ず
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
類
に
見
え
る

「之
」
の
字
の
用

法
に
お
い
て
も
、
や
は
り
、
こ
の
用
法
が
主
流
を
な
し
て
い
て
、
そ
の
い
く
つ

か
の
例
を
次
に
挙
げ
る
と
、

０
往
白
河
家
、
餞
陸
奥
守
惟
扶
朝
臣
、
柳
有
管
絃
之
興
、

（貞
信
公
記
、
天

慶
２
●
８

ｏ
じ

②
奉
幣
諸
社
、
祈
甘
雨
也
、
使
立
之
後
雷
鳴
雨
降
、
無
幾
止
、

（同
、
天
暦

２

●
６
●
１２
）

０
競
馬
非
是
尋
常
、
極
希
有
之
事
也
、

（小
右
記
、
長
保
１
・
９

ｏ
ｌ３
）

０
巳
剋
許
以
書
状
示
蔵
人
左
衛
門
尉
時
範
云
、
…

（中
略
）
…
未
剋
許
儲
宣

旨
可
相
待
也
者
、
答
承
了
之
由
、

（水
左
記
、
承
暦
４
●
９

●
３０
）

０
又
下
官
前
日
所
給
文
二
通
、
…

（中
略
）
…
子
細
之
旨
在
定
文
、

（同
、

承
暦
４
●
１０

●
１９
）

の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
右
に
示
し
た
諸
例
を
有
す
る
同
じ
日
記
の
な
か
に
、

０
奉
幣
諸
社
祈
雨
、
触
機
之
人
昨
日
参
入
、
着
右
近
陣
者
、
彼
府
亦
．剛
配
、

幣
使
立
後
、
此
事
出
来
、

（貞
信
公
記
、
延
喜
１９
・
６
●
６
）

０
東
官
朝
観
、
有
管
絃
興
、

（同
、
延
喜
１９
。
・０
・
２
）

③
或
云
、
権
僧
正
自
昨
可
行
女
院
御
修
法
、
塗
壇
欲
修
、
依
僧
都
愁
被
止
御

修
法
、
権
僧
正
壇
壊
退
出
云
々
、
甚
希
有
事
也
、

（小
右
記
、
長
保
１
・

７
・
器
）

０
例
令
観
海
書
願
書
、
祈
申
石
清
水
賀
茂
平
野
金
峯
山
熊
野
等
、
子
細
旨
在

願
書
文
、

（水
左
記
、
承
保
４
●
８

・
１１
）

⑩
未
刻
許
博
陸
以
書
状
被
示
給
云
、
…

（中
略
）
…
可
被
告
民
部
卿
右
大
弁

等
者
、
答
申
承
了
由
了
、

（同
、
承
暦
５
ｏ
２

●
９
）

の
よ
う
な
例
が
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
例
の
傍
点
の
部
分
は
前
掲
の
諸
例
の
傍
点

の
部
分
と
同
じ
内
容
の
表
現
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「之
」
の
字
が
記
さ

れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
に
お
け
る

「之
」
の
字
の
助
辞
と

′jヽ

山

登

久



れ
な
わ
囃
灌
い
“
″
葬
敷
浸
「
肇
神
は
わ
彬
婦
韓
岬
琢
跡
訪
』
“
蒙
れ
は
い
い

あ
る
に
し
て
も
、
漢
文
的
潤
色
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
う
え
に
、
漢
文
と
し

て
は
破
格
の
文
章
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

「之
」
の
字
の
有
無
を
漢

文
と
し
て
の
文
の
修
辞
上
の
問
題
に
帰
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
漢
文
と
し
て
の
文
の
修
辞
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
よ
り
普

通
の
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
文
の
修
辞
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
た
と
え
ば
修
飾
句
が
長
い
場
合
と
か
、
あ
る
い
は
修
飾
句
の
な
か
に
上

に
返
っ
て
訓
読
す
べ
き
箇
所
を
含
む
場
合
と
か
に
、
文
を
よ
り
理
解
し
や
す
く

す
る
た
め
の
表
現
上
の
一
手
段
と
し
て
修
飾
句
の
下
に

「之
」
の
字
が
記
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
取
り

上
げ
た
公
家
日
記
類
に
見
え
る
、
修
飾
の
関
係
を
示
す

「之
」
の
字
の
用
例
を

全
体
的
に
考
察
し
た
場
合
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
あ

っ
て
、

「之
」
の
字
の
有
無
を
文
の
修
辞
上
の
問
題
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
０
０
０
は

「之
」
の
字
の
上
の
語
が
体
言
な
ど
の
活
用
の
な

い
語
で
あ
る
が
、
②
Ｏ
は

「之
」
の
字
の
上
の
語
が
活
用
語
で
あ

っ
て
、
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
②
の

「立
之
後
」
は

「立
つ
の
後
」
と
読
み
、

こ
れ
に
対
し
て
０
の

「立
後
」
は

「立
つ
後
」
と
読
む
よ
う
に
書
き
分
け
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

「立
つ
の
後
」
の
よ

う
に
活
用
語
の
連
体
形
と
連
体
格
助
詞

「
の
」
が
重
ね
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、

「
…
…
如
き
の
」
と
言
う
言
い
方
を
除
い
て
は
、
室
町
中
期
以
後

で
あ
る
こ
と
が
Ｎ
林
芳
規
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
平
安
時

代
の
例
で
あ
る
②
の

「立
之
後
」
は
０
の

「立
後
」
と
同
じ
く

「立
つ
後
」
と

読
む
よ
う
に
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、

「之
」
の
字
の
上
に
く
る
語
が
活
用
語
で
あ
ろ
う
と
活
用
の
な

い
語
で
あ
ろ
う
と
、
語
句
と
語
句
の
間
に
立

っ
て
、

「之
」
の
字
の
上
の
語
句

が
下
の
語
句
を
修
飾
す
る
こ
と
を
示
す
働
き
を
す
る

「之
」
の
字
の
有
無
は
、

ま

っ
た
く
恣
意
的
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
こ
に
な
ん
ら
か

の
傾
向
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
平
安
時
代

の
公
家
日
記
類
を
対
象
に
し
て
こ
の
間
の
事
情
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
つ
ぎ
の
、

ｍ
天
之
亡
秦
、
無
愚
智
皆
知
之
。
（史
記

・
項
羽
）
〔天
の
秦
を
亡
ぼ
す
こ
と
、

愚
智
と
な
く
み
な
こ
れ
を
知
る
〕

の

「之
」
の
字
は
、
印
文
法
で
は
修
飾
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
例

の
訓
読
文
に
お
け
る

「之
」
の
働
き
を
国
文
法
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
主
格
を
示

す
働
き
を
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
わ
が
国
の
奈
良
時
代
の
文
献
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

平
安
時
代
の
公
家
日
記
類
の
文
章
に
お
い
て
も
、

り
予
答
申
云
、
…

（中
略
）
…
但
来
二
十
六
日
以
前
無
日
次
者
、
雖
今
日
何

事
之
候
哉
、

（水
左
記
、
承
保
４
●
閏
１２
・
４
）

の
よ
う
に

「之
」
が
主
格
に
立
つ
用
法
が
見
え
る
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

側
予
答
其
子
細
承
了
、
今
日
御
物
忌
固
者
、
雖
不
令
参
給
何
事
候
哉
者
、

（水
左
記
、
承
暦
４
・
１
・
１６
）

の
よ
う
に

「之
」
の
字
を
記
さ
な
い
例
も
見
え
る
。

も

っ
と
も
側
の
傍
点
の
部
分
は
一
種
の
強
調
表
現
で
あ

っ
て

「之
」
は

「
こ

れ
」
と
訓
読
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
⑬
の
傍
点

の
部
分
と
比
較
し
て
考
え
る
と
回
の

「之
」
は
や
は
り
主
格
を
示
す
も
の
と
見

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
主
格
を
示
す

「之
」
の
字
の
有
無
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ



て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

使
用
テ
キ
ス
ト

貞
信
公
記

。
九
暦

・
小
右
記
―
大
日
本
古
記
録
、
御
堂
関
白
記
―
自
筆
本

ョ
ロ
タ
イ
プ
複
製

〔立
命
館
出
版
部
〕
、　
権
記

・
左
経
記

・
水
左
記

・
帥

記
―
増
補
史
料
大
成
。

０

ま
ず
、
平
安
初
期
の
公
家
日
記
で
か
な
り
の
分
量
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
貞

信
公
記

（逸
文
を
除
く
）
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
資
料
に
お
け
る

「之
」
の
字
の
用
法
の
な
か
で
、
ま
ず

「之
」
の
字
が

修
飾
―
連
体
修
飾
―
の
関
係
を
示
す
場
合
の
独
例
に
つ
い
て

「之
」
の
字
の
下

接
語
の
面
か
ら
調
査
を
行
い
、
用
例
数
１０
例
以
上
の
下
接
語
と
そ
の
用
例
数
を

掲
げ
て
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
語
が
被
修
飾
語
で
あ

り
報
〔
』
妊
計
と
「崚
け
¨
¨
‐
・
を
鐵
む
け
い
口
娼
技

（ 」

）
で
示
し
、
次
に
、
各
々
の
語
の
用
例
総
数
に
対

す
る
、

「之
」
の
字
の
下
接
語
と
な
る
場
合
の
各
々

の
語
の
用
例
数
の
比
率
―
以
下
で
は
、
語
の
比
率
と

の
み
言
う
―
を
掲
げ
た
の
が
第

一
表
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
「状
」
「事

（形
式
名

詞
ビ

「由

（形
式
名
詞
ど

「後
（
の
ち
ど

「間
（あ
い

だ
と

な
ど
の
名
詞
ま
た
は
形
式
名
詞
が
「之
」
の
字

の
下
接
語
と
な
る
場
合
が
獅
例
で
、

「之
」
の
字
が

修
飾
の
関
係
を
示
す
場
合
の
四
例
の
う
ち
、
約
は
％

―
小
数
第
二
位
以
下
は
切
り
捨
て
。
以
下
も
同
じ
―
を
占
め
て
い
て
、

「之
」

の
字
の
下
接
語
の
間
に
か
な
り
の
偏
り
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
右
の

「後

（
の
ち
ビ
　
「間

（あ
い
だ
ど

な
ど
の
よ
う
に
副
詞
的
用

法
に
転
じ
る
場
合
の
あ
る
名
詞
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
語
と

「之
」
の
字
と

の
関
係
は
他
の
名
詞
の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
か
ら
、　
一
応
、
名
詞
の

な
か
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
し
て
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
の
み
、
適
宜
説

明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
、
前
述
の

「状
」
「事
」
「由
」
「後
」
「間
」
な
ど
の
語
の
な
か
で
間

題
の
あ
る
語
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
「之
」
の
字
の
下
接
語
の
な
か
で
、
も

っ
と
も
用
例
数
の
多
い

「状
」

の
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
こ
に
挙
げ
た

「状
」
の
語
の
意
味
は

「書
状
」
の

意
で
も
な
く
、
ま
た

「あ
り
さ
ま
」
の
意
で
も
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う

な
意
味
の
語
か
と
言
え
ば
、

斎
王
亮
由
、
申
賀
茂
、

（延
喜
２０

．
８

可
制
之
状
諸
卿
申
、

（天
暦
２

●
１
●

一
¨
一
妙
』
一
一
「
一
［
「
¨
呻
一
一
い
け
¨
一
一
由。 弁
一
仰。 （¨
一
一
ヽ ．
４

一
¨
一
刹
瘍
『
蟄
魏
｝
毎
嚇
一
¨
祈 。 南
¨
一
一
一
い
一
一
¨
¨
』
¨
呻
告。 、
¨

と
あ
る
各

一
組
の

「状
」
と

「由
」
を
比
べ
る
と
、

「状
」
は
形
式
名
詞
と
し

第 一 表

間 後 由 事 状 証

・４

３．

３

３
“
蛇
35 め
∞ 野渉葎勇え警獅

44 5.司 73.( 比  率(%)



て
の

「由

（
よ
し
ど

の
意
の
語
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
、

０
外
記
公
繁
来
云
、
今
日
可
奏
御
暦
、
而
上
卿
皆
物
忌
、
不
参
入
、
為
之
如

何
者
、
殿
上
又
御
物
忌
也
、
須
候
内
侍
所
、
明
日
令
奏
状
仰
了
、

（承
平

一万
・
■
・
２
）

の
傍
点
の
部
分
が

西
宮
記
所
引
貞
信
公
記

（大
日
本
古
記
録
に
よ
る
）

で
は

「明
旦
可
令
奏
之
由
」
と
な
り
、

０
入
夜
外
記
貞
一囲
川
一云
、
‥

（中
略
）
…
依
大
原
野
祭
無
上
行
例
、
可
行
之

状
仰
了
、
（天
慶
２
●
２
●
１７
）

の

「状
」
が
北
山
抄
所
引
貞
信
公
記

（大
日
本
音
記
録
に
よ
る
）
で
は

「由
」

と
な

っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
支
持
す
る
資
料
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
表
に
掲
げ
た
“
例
の

「状
」
の
語
は
す
べ
て
形
式
名
詞
と
し
て
の
「由
」

の
意
の
語
で
あ

っ
て
、
こ
の
ほ
か
に

「書
状
」
の
意
の

「状
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
こ
の
数
字
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
形
式
名
詞

「由
」
の
意
の

「状
」
の
語
は
、
貞
信
公
記
と
同
じ
時
期

の
九
暦
に
は
見
え
ず
、
平
安
中
期
の
小
右
記
に
、

０
入
夜
阿
波
守
伊
祐
朝
臣
来
、
触
赴
任
之
状
、
与
小
禄
、

（寛
弘
２
●
２
●

お
）

と
あ
る

「状
」
は
、
同
じ
小
右
記
に
、

⑩
加
賀
守
兼
親
触
赴
任
之
由
、
不
聞
返
事
早
去
、

（寛
弘
２
ｏ
２
●
８
）

と
あ
る
こ
と
を
参
照
す
る
と
形
式
名
詞

「由
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、

貞
信
公
記
以
外
の
日
記
で
は

「状
」
よ
り
も

「由
」
を
使
う
の
が

一
般
的
で
あ

り
、
貞
信
公
記
の
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
意
の

「状
」
が

「由
」
よ
り
も
多
く
、

か
つ
多
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

そ
こ
で
、
「状
」
の
語
が

「之
」
の
字
の
下
接
語
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

「之
」
の
字
の
前
後
を
訓
読
し
た
場
合
に

「之
」
の
字
の
す
ぐ
前
に
読
ま
れ
る

語
―
必
ず
し
も
表
記
の
面
で

「之
」
の
字
の
す
ぐ
上
に
記
さ
れ
て
い
る
語
と
は

限
ら
な
い
―
を
上
接
語
と
名
づ
け
、
ま
た
、

「状
」
の
語
が
上
に

「之
」
の
字

を
伴
わ
な
い
場
合
に
は
、

「状
」
の
語
の
す
ぐ
前
に
読
ま
れ
る
語
を
上
接
語
と

名
づ
け
る
こ
と
に
し
て
、
以
下
で
も
上
接
語
と
言
え
ば
こ
の
よ
う
な
意
の
語
を

指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、

ｍ
可
有
召
合
之
状
、
仰
諸
衛
、

（延
喜
１２
・
７
●
９
）

の
よ
う
に

「之
」
の
字
の
上
接
語
に

「
可
（
べ
き
ど

の
語
が
く
る
場
合
が
あ
る
。

そ
こ
で
、

「可
」
の
語
が

「之
」
の
字
を
介
し
て

「状
」
の
語
の
上
接
語
と

な
る
場
合
と
直
接
に

「状
」
の
語
の
上
接
語
と
な
る
場
合
を
調
査
す
る
と
第
二

表
の
よ
う
に
な
る
。

表

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
「
可
」
の
語
が

「之
」

の
字
を
介
し
て
、
あ
る
い
は
直
接
に
「状
」
の

語
の
上
接
語
と
な
る
場
合
に
対
す
る
、
「可
」

の
語
が

「之
」
の
字
を
介
し
て

「状
」
の
語

の
上
接
語
と
な
る
場
合
の
比
率
―
第
二
表
の

日
拒
到
×
ＨＱ
ス
・
）
‐
が
一員
い
の
で
、
「
可
」

の
語
が

「状
」
の
語
の
上
接
語
と
な
る
場
合

に
は
、

「状
」
の
語
の
上
に

「之
」
の
字
が

記
さ
れ
る
率
が
高
い
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
貞
信
公
記
で

は

「
‥
之
状
」、
特
に
「
可
‥
之
状
」
と
言
う

表
記
様
式
が
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に

「之
」
の
字
の
下
接
語
が

「事
」
の
語
で
あ
る
場
合
は
、

「事
」
の
語

は

「之
」
の
字
の
下
接
語
の
な
か
で
用
例
数
が

「状
」
の
語
に
つ
い
で
第
二
位
　
５５

第

満 刈町の



を
占
め
て
は
い
る
が
、

「事
」
の
語
の
比
率
が
は
な
は
だ
低
い
の
で
積
極
的
な

こ
と
は
な
に
も
言
え
な
い
。

次
に

「之
」
の
字
の
下
接
語
に

「由
」
の
語
が
く
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

圏
召
蔵
人
俊
連
、
仰
陪
膳
閥
怠
之
人
可
勘
之
由
、
（承
平
２
●
２
・
１７
）

の
よ
う
に
、
「之
」
の
字
の
上
接
語
が

「
可

（
べ
き
と

の
語
で
あ
る
場
合
が
あ

２つ
。そ
こ
で
、

「
可
」
の
語
が

「之
」
の
字
を
介
し
て

「由
」
の
語
の
上
接
語
と

な
る
場
合
と
直
接
に

「由
」
の
語
の
上
接
語
と
な
る
場
合
を
調
査
す
る
と
、
前

者
が
８
例
、
後
者
が
２
例
で
用
例
数
が
少
な
い
の
で
表
示
も
し
な
い
し
、
ま
た
、

貞
信
公
記
だ
け
で
積
極
的
な
こ
と
も
言
え
な
い
が
、
第
二
表
と
同
じ
計
算
方
法

に
よ
れ
ば
、

「
可
…
之
由
」
と
記
さ
れ
る
率
が
∞
％
と
高
く
、
あ
と
に
取
り
上

げ
る
他
の
日
記
の
傾
向
如
何
に
よ
っ
て
は

「
可
…
之
由
」
と
言
う
表
記
様
式
の

成
立
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

次
に

「後
」
の
語
が

「之
」
の
字
の
下
接
語
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
特
に

述
べ
る
ほ
ど
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

「間
」
の
語
が

「之
」
の
字
の
下

接
語
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
一
言
付
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「間
」
の
語
が

「之
」
の
字
の
下
接
語
と
な
る
場
合
に
、

⑬
賀
茂
祭
、
奉
幣
如
例
、
使
典
侍
灌
子
出
宅
門
之
間
、
罵
風
大
起
、
前
駈
之

中
、
有
落
馬
脱
冠
者
云
々
、
（天
暦
２

●
４
ｏ
ｌ８
）

○

の
よ
う
に
、
形
式
名
詞

「間
」
が
接
続
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
、
時
の
副
詞
句

を
構
成
す
る
例
が
３
例
あ
る
。

そ
こ
で
、

「間
」
の
語
が
上
に

「之
」
の
字
を
伴
わ
な
い
場
合
に

「間
」
の

語
が
右
の
用
法
を
な
す
例
を
調
査
す
る
と
３
例
見
え
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
用

法
の

「間
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
用
例
数
に
対
す
る
、

「
…
之
間
」
の
よ

う
に

「間
」
の
語
の
上
に

「之
」
の
字
が
記
さ
れ
る
例
の
数
の
比
率
は
Ю
％
と

な
る
）^
こ
の
事
実
は
、
あ
と
で
取
り
上
げ
る
他
の
日
記
の
場
合
と
関
連
す
る
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
こ
こ
に
付
け
加
え
て
お
く
。

以
上
に
、
貞
信
公
記
に
お
い
て

「之
」
の
字
が
修
飾
の
関
係
を
示
す
場
合
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
次
に

「之
」
の
字
が
主
格
を
示
す
場
合
は
、

回
成
時
幸
廻
立
殿
、
丑
剋
幸
悠
紀
殿
、
寅
剋
〔幹
ゴ
基
殿
、
是
行
事
所
緩
怠
之

閣
攀
動
籍
、
結
叫
耐
」
「
急
耐
ダ
向
、
河
水
´
反
出
、
渡
人
有
煩
云
々
、

（天
慶
２
・
４
ｏ
ｌ４
）

の
２
例
の
み
で
あ

っ
て
、
し
か
も
閣
は
主
格
を
示
す
用
法
と
見
る
に
は
な
お
疑

間
の
点
が
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
貞
信
公
記
に
お
い
て
は

「之
」
の
字
が
主
格

を
示
すヽ
の
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

国

次
に
平
安
中
期
の
公
家
日
記
と
し
て
、
か
な
り
の
分
量
の
自
筆
本
が
残
さ
れ

て
い
る
と
言
う
点
か
ら
、
御
堂
関
白
記
自
筆
本
―
以
下
に
御
堂
関
白
記
と
言
え

ば
そ
の
自
筆
本
を
指
す
―
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、

「之
」
の
字
が
修
飾
の
関

係
を
示
す
場
合
は
、
「之
間
」
と
あ
る
例
が
５
例
、
「之
由
」
が
２
例
、
そ
の
他

∩
可
問
之
宣
旨
」
と
あ
る
場
合
）
１
例
の
合
計
８
例
で
あ

っ
て
、
用
例
数
が
極

端
な
ま
で
に
少
な
い
こ
と
と
、

「之
」
の
字
の
下
接
語
が
ほ
と
ん
ど

「間
」
と

「由
」
の
語
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
用
例
を
少
し
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

０
女
御
宣
旨
下
、
右
大
将
…

（中
略
）
‥
宰
相
中
将

・
殿
上
人
等
於
西
廊
奏

慶
賀
之
由
、
（長
保
１
・
■
・
７
）



②
臨
時
祭
如
常
、
使
権
左
中
弁
道
方
、
四
五
献
之
間
、
小
雨
下
、

（寛
弘
２

●
３
●
２２
）

０
左
衛
門
尉
正
輔
依
保
昌
朝
臣
家
濫
行
事
、
於
使
庁
被
召
間
、
申
病
由
不
参
、

傷
付
別
当
阿
聞
之
瞳
階
伝
‐々
、
（寛
仁
２
●
５
●
８
）

な
お
参
考
ま
で
に
、
御
堂
関
白
記
の
な
か
で

「間
」
「由
」
コ
量
こ

の
語
が

上
に

「之
」
の
字
を
伴
わ
な
い
例
を
少
し
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

０
修
正
月
間
人
々
定
云
、
明
日
夜
一
種
随
身
参
者
、
（長
保
２
●
１
●
４
）

国
参
内
、
即
退
出
、
参
中
宮
御
方
、
来
月
可
有
行
幸
由
被
仰
、

（長
保
２
●

２
●
Ｍ
）

国参（而超暉間。方Ⅷ陣磁脚卸』癬に。宣。国旨。だ」串「
（５寛．］６ｅ●．６嘩・書”）

０
小
式
部
依
示
下
向
由
、
千
子
授
手
菖
等
、
（寛
仁
２

●
３

●
１３
）

ま
た
、
主
格
を
示
す
用
法
の

「之
」
の
字
の
用
例
は
見
え
な
い
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
御
堂
関
白
記
の
傾
向
は
平
安
中
期
の
日
記
の
一
般
的

な
傾
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
御
堂
関
白
記
だ
け
の
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
御
堂
関
白
記
と
同
じ
時

期
の
日
記
で
あ
る
小
右
記
の
記
述
の
な
か
で
、
御
堂
関
白
記
の
記
述
年
月
と
相

重
な
る
も
の
の
う
ち
、
長
保
元
年

（秋
冬
）
と
寛
弘
２
年

（春
夏
）
の
部
分
を

選
ん
で
、
修
飾
の
関
係
お
よ
び
主
語
を
示
す
用
法
の

「之
」
の
字
に
つ
い
て
調

査
を
行

っ
た
。
部
分
的
な
調
査
で
あ
る
か
ら
表
に
す
る
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る

が
、
御
堂
関
白
記
と
の
違
い
を
明
示
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、

「之
」
の
字
が
修
飾
の
関
係
を
示
す
場
合
の

２３８
例
に
つ
い
て
、
「之
」
の
字
の
下
接
語
の
面
か
ら
調

査
し
た
結
果
が
第
三
表
で
あ
る

（表
の
様
式
は
第

一

表
に
同
じ
）。

小
右
記
の
調
査
部
分
の
分
量
が
御
堂
関
自
記
全
体

の
分
量
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

小
右
記
の

「之
」
の
字
の
用
例
数
が
御
堂
関
白
記
に

比
べ
て
非
常
に
多
い
が
、
貞
信
公
記
の
場
合
と
同
じ

よ
う
に

「之
」
の
字
の
下
接
語
の
な
か
で
１０
例
以
上

の
用
例
の
あ
る
も
の
を
選
ん
で
用
例
数
の
多
い
順
に

挙
げ
て
み
る
と
第
三
表
の
よ
う
に
「由
（形
式
名
詞
ど

「間
（あ
い
だ
と

「事
（形

式
名
詞
ビ

「後
（
の
ち
ど

の
四
語
と
な

っ
て
、
第

一
表
に
示
し
た
貞
信
公
記
の

場
合
と
比
べ
る
と
、
「状
」
の
語
が
な
い
だ
け
で
他
は
順
位
こ
そ
違
え
貞
信
公
記

の
場
合
と
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
、
「事
」
の
語
は
四
語
の
な
か
で
第
三
位
を
占
め
て
い
る
が
、上
に
「之
」

の
字
を
伴
わ
な
い
場
合
が
非
常
に
多
く
、
従

っ
て

「事
」
の
語
の
比
率
が
は
な

は
だ
低
い
こ
と
も
貞
信
公
記
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
第
三
表
の
示
す
内
容
の
大
ま
か
な
輪
郭
で
あ

っ
て
、
小
右

記
全
体
を
通
し
て
み
て
も
そ
の
大
勢
に
か
わ
り
は
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、

右
に
述
べ
た
よ
う
に
第
三
表
は
部
分
的
な
調
査
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
他
の
細

部
の
点
に
つ
い
て
は
言
及
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

と
に
か
く
、
第
三
表
の
示
す
結
果
に
よ
れ
ば
、

「之
」
の
字
の
修
飾
の
関
係

を
示
す
用
法
の
面
で
は
、
平
安
初
期
の
貞
信
公
記
の
傾
向
が
中
期
の
小
右
記
に

は
ぼ
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
平
安
中
期
の
日
記
に
お
け
る



一
咄
的
な
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
、
小
右
記
、
御
堂
関
白
記
と
同
じ
時
期
の
権
記

の
記
録
体
で
記
さ
れ
た
部
分
に
、
た
と
え
ば

０
参
内
、
小
朝
拝
之
間
、
花
雪
時
降
、
（長
保
６
◆
１
●
１
）

⑩
位
記
等
未
書
出
、
側
明
日
可
令
入
眼
之
由
令
蔵
人
永
光
奏
、

（長
保
６
●

１
●
５
）

ｍ
先
着
結
政
、
上
入
庁
之
後
、
暫
居
造
曹
司
所
例
也
、
（長
保
６

・
２
●
器
）

０
示
右
府
御
消
息
云
、
着
座
後
未
参
内
、
働
雖
有
可
定
申
之
事
等
、
送
数
日
、

（長
保
６
●
４
・
”
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
御
堂
関
白
記
の
傾
向
は
御
堂
関
白
記
独
特
の
も
の
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

次
に

「之
」
の
字
が
主
格
を
示
す
用
法
が
８
例
見
え
る
。
た
と
え
ば
、

口
厳
久
向
仏
前
礼
拝
、
に
、
不
得
其
意
、
歓
喜
之。
甚
敷
、（長
保
１
・
８

・
２．
）

回
令
啓
云
、
…

（中
略
）
…
但
臨
時
加
持
僧
祖
侯
、
何
事
之
有
也
、

（長
保

１
●
８

●
２８
）

固
以
光
栄
朝
臣
令
占
勘
、
云
、
求
食
鬼
之
所
致
也
者
、
（長
保
１
・
９
ｏ
ｌ６
）

の
よ
う
で
あ

っ
て
、
「
…
之

。
甚
」
の
形
の
も
の
が
３
例
、
「
…
之

・
所

。
（動

詞
ど

の
形
の
も
の
が
２
例
、
「何
事
之
有
也
」
が
３
例
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

「何
事
之
有
也
」
は
、
あ
と
に
述
べ
る
水
左
記
の
用
例
に
よ
っ

て

「何

・
〔名
詞
〕
。
之

・
有

・
也
」
の
形
の
一
種
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、

主
格
を
示
す
用
法
の

「之
」
の
字
が
記
さ
れ
る
の
は
右
の
よ
う
な

一
定
の
表
現

類
形
の
な
か
に
お
い
て
で
あ
る
と
言
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

次
に
平
安
末
期
の
公
家
日
記
と
し
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
自
筆
の
部
分
が
残

表四第

り
、
か
つ
か
な
り
の
分
量
を
も
つ
と
言
う
点
か
ら
水

左
記
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
資
料
に
お
け
る

「之
」
の
字
の
用
法
の
な
か

で
、
ま
ず
修
飾
の
関
係
を
示
す
場
合
の
脚
例
に
つ
い

て
、

「之
」
の
字
の
下
接
語
の
面
か
ら
調
査
を
行
い
、

「之
」
の
字
の
用
例
数
が
非
常
に
多
い
の
で
下
接
語

の
な
か
か
ら
３０
例
以
上
の
用
例
数
を
持
つ
語
を
選
ん

で
用
例
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
第
四
表
の
よ
う
に

な
る
（表
の
様
式
は
第

一
表
に
同
じ
）
。

さ
て
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
下
接
語
の
用

例
数
の
総
計
は
剛
例
と
な

っ
て
、

「之
」
の
字
が
修

飾
の
関
係
を
示
す
場
合
の
総
数
蜘
例
の
な
か
で
約
師

％
を
占
め
て
い
て
、
前
述
の
貞
信
公
記
の
場
合
と
同

じ
よ
う
に
、

「之
」
の
字
の
下
接
語
の
間
に
相
当
の

偏
り
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
す
で
に
述
べ
た
貞
信
公
記
、
小
右
記
の

場
合
と
水
左
記
の
場
合
を
比
べ
て
み
よ
う
。

平
安
初
期
の
貞
信
公
記
の
場
合
の
下
接
語

「状
」

「事
」
「由
」―
い
ず
れ
も
形
式
名
詞
―
「後
（
の
ち
と

は
、

「状
」
の
語
を
除
い
て
そ
れ
ら
が
平
安
中
期
の

小
右
記
か
ら
さ
ら
に
末
期
の
水
左
記
へ
と
続
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
下
接
語
に
つ
い
て
貞
信

公
記
の
場
合
と
水
左
記
の
場
合
を
比
べ
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
比
率
が
前
者
よ
り
も
後
者
に
お
い

人
“
次 し

日 時 故 事 処 後 間 由
奎

”
“
39
(10)
45
(23)

慇

２２ (T)|(通 )
105
(1)
154
(26) Ｗω

268
r74ヽ
「之」を伴 :

之 |を伴わソ

34.3 79.5 66.1 75 98.4112.9 99.9 85.5 65 78.3 比  率(%)
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「之Jの字を介しない

て
非
常
に
増
大
し
て
い
る
点
が
著
し
い
傾

向
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
水
左
記
に
お
い
て

「由
」
の
語
が

「之
」
の
字
の
下
接
語
に
な

っ
て
い
る
場
合

に
、
貞
信
公
記
の
場
合
と
同
様
に
、
「
可
（
べ

き
ど

の
語
が

「之
」
の
字
の
上
接
語
と
な

る
場
合
が
あ
る
。

そ
こ
で
、

「
可
」
の
語
に
つ
い
て
貞
信
公

記
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
調
査
を
行
う
と
第

五
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば

「
可
…
之
由
」
と
記
さ

れ
る
率
が
９‐
．
４
％
と
な

っ
て
、
貞
信
公
記
の
場

合
よ
り
も
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

２つ
。ま
た
、
貞
信
公
記
と
同
じ
よ
う
に
、
「間
」

の
語
が
接
続
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
時
の
副

詞
句
を
構
成
す
る
場
合
が
水
左
記
に
も
見
え

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
用
法
の

「間
」
の
語

に
つ
い
て
貞
信
公
記
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な

調
査
を
行
う
と
第
六
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
用
法
の

「間
」
の
語
が
上
に

「之
」
の
字
を
伴

っ
て

「
‥
之
間
」
と
記
さ
れ
る
率
は
師
％
と
な

っ

て
貞
信
公
記
の
場
合
よ
り
も
随
分
増
大
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
率
が
第
四
表
の
、

水
左
記
に
お
け
る

「間
」
の
語
の
比
率
を
も
し
の
い
で
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

次
に
水
左
記
に
お
い
て
下
接
語
が

「事
」
の
語
で
あ
る
場
合
に
そ
の
語
の
比

率
が
は
な
は
だ
低
い
こ
と
は
、
貞
信
公
記
、
小
右
記
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い

２つ
。さ
て
、
第
四
表
の
下
接
語
の
な
か
か
ら
第

一
、
三
表
に
示
し
た
下
接
語
を
除

く
と
、
「処
（と
こ
ろ
ビ

「
故
（ゆ
え
ど

「時
」
「旨
」
「次
（
つ
い
で
ビ

「
人
∩
人

々
」
と
あ
る
を
含
む
ど

の
語
が
残
り
、
こ
れ
ら
の
語
が
「之
」
の
字
の
下
接
語

と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
水
左
記
に
見
え
る
新
し
い
傾
向
と
言
う
こ
と

に
な
る
が
、

「人
」
の
語
の
場
合
は
他
の
語
に
比
べ
て
比
率
が
ず

っ
と
低
い
の

で
こ
れ
を
考
慮
の
そ
と
に
お
け
ば
、
「時
」
の
語
を
除
い
て
他
は
す
べ
て
形
式

名
詞
、
ま
た
は
形
式
名
詞
風
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
第
四
表
に
掲
げ
た

「処
」
の
語
は
、
た
と
え
ば
、

０
入
夜
叩
門
、
令
問
之
処
、
民
部
卿
来
給
也
、
（承
保
４
・
８
●
４
）

と
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
形
式
名
詞

「処
（と
こ
ろ
ど

が
接
続
助
詞
的
に
用
い

ら
れ
た
場
合
で
あ
る
。

し
か
も
な
お
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の

「処
」
の
語
の
比
率
が
卿
％
と
非

常
に
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て

「故
」
「次
」
の
語
な
ど
、

己
屋

の
語
以
外
は
こ
れ
ら
の
形
式
名
詞
ま
た
は
形
式
名
詞
風
の
語
が
す
べ
て

高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、

「故
」
「次
」
己
こ

の
語
が

「之
」
の
字
の
下
接
語
と
な
る
例
を

一

例
ず
つ
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

②
今
日
参
宇
治
殿
之
次
、
先
参
関
白
亭
、
（治
暦
５
ｏ
ｌ
●
２．
）

０
予
相
当
第

一
二
両
巻
、
例
今
日
為
吉
日
之
故
所
書
始
也
、

（承
保
４
・
閏

・２
・
る
）

０
仰
可
進
続
紙
之
旨
、
（承
暦
４
ｏ
ｌ
●
６
）

間

菫蜃|°』場者
の字Ol・接語と

刊
“

例
メ
■
ン
Ｚ

″
訓
到
ヨ

⇒「之」の字の下接語とな
らない場合

13例

句

を 品 刈Ⅸ劾 83.5,イ



そ
こ
で
第
四
表
に
入
ら
な
か
っ
た
下
接
語
の
な
か

か
ら
、
形
式
名
詞
ま
た
は
形
式
名
詞
風
の
も
の
で
用

例
が
１０
例
以
上
あ
る
語
を
探
す
と
第
七
表
の
よ
う
に

な
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
比
率
硼
％
の

「外
（
ほ
か
ビ

の
語
を
は
じ
め
と
し
て

「上
（う
え
ご

「輩
」
な
ど
の

語
の
よ
う
に
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
語
が
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
比
率
の
高
い
語
の
用
例
を
挙
げ
る
と
、

た
と
え
ば
、

０
自

一
昨
日
至
明
日
物
忌
也
、
働
除
僧
之
外
不
会

間
来
人
、
（承
保
４
・
８
●
３
）

０
今
日
有

一
日
大
般
若
読
経
事
、
是
為
御
前
御
祈
、

近
習
之
輩
各
所
企
也
、
（承
保
４
●
８
●
∞
）

０
件
男
共
朝
夕
召
使
之
上
堪
能
之
者
也
、
（承
暦
５
●
１２
・
・０
）

の
よ
う
で
あ

っ
て
、
第
七
表
の

「上
（う
え
と

は
す
べ
て

「
…
に
加
え
て
」
の

意
で
あ
り
、

「上
」
の
語
が

「も
の
の
上
部
」
の
意
を
あ
ら
わ
す
場
合
に
は
水

左
記
で
は
、
た
と
え
ば
、

０
上
下
家
司
二
人
昇
之
、
置
費
子
上
、
（承
保
２
●
１０
●
３
）

の
よ
う
に
、
す
べ
て

「上
」
の
語
の
上
に

「之
」
の
字
を
伴
わ
な
い
。

な
お
、
用
例
が
１０
例
以
下
で
あ
る
た
め
に
第
七
表
に
は
入
ら
な
か
っ
た
形
式

名
詞
に

「条
」
と
言
う
語
が
あ

っ
て
、

０
有
真
云
、
無
服
之
瘍
有
暇
之
条
三
月
以
後
之
事
也
、
（永
保
２

●
４
ｏ
ｌ４
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
あ
と
に
掲
げ
る
ロ
ド
リ
グ
ス
の
日
本
大
文
典
の
記
述

と
関
連
す
る
の
で
、
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
述
べ
て
お
く
が
、
こ
の
語
は
、
「之
」

の
字
の
下
接
語
と
な

っ
て
い
る
例
が
９
例
、
上
に

「之
」
の
字
を
伴
わ
な
い
例

が
９
例
で
あ
る
か
ら
比
率
は
Ю
％
と
な

っ
て
前
述
の
形
式
名
詞
ま
た
は
形
式
名

詞
風
の
も
の
よ
り
も
比
率
が
低
い
が
、
そ
の
わ
け
は
、
こ
の
語
が
多
く
使
用
さ

れ
る
の
は
中
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ

っ
て
、
水
左
記
に
見
え
る
諸
例
は
そ
の

「走
り
」
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
語

の
使
用
が

一
般
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
の
語
を
含
む
語
句
の
記
し
方
も

ま
だ
固
定
し
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
水
左
記
に
お
い
て
は
被
修
飾
語
が
形
式
名

詞
ま
た
は
形
式
名
詞
風
の
語
で
あ
る
場
合
に
そ
の
上
に

「之
」
の
字
が
記
さ
れ

る
傾
向
が
強
く
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
傾
向
は
平
安
末
期
の
日
記
に
お
け
る
一

般
的
な
傾
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
水
左
記
だ
け
の
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
、
水
左
記
と
同
じ
時
期
の
日
記
で
あ
る
帥
記
を
見
る
と
、

⑩

（前
略
）
‥
艮
方
有
煙
、
依
方
角
不
快
、
公
入
着
衣
冠
、
欲
参
内
之
間
、

匡
房
示
送
云
、
参
内
者
可
同
車
者
、
（治
暦
４
・
１２
ｏ
■
）

ｍ
次
大
納
言
被
示
云
、
見
暦
之
処
、
無
可
定
申
之
日
、
何
為
乎
、

（治
暦
４

ｏ
・２
・
・６
）

ｍ
右
兵
衛
督
参
御
前
之
次
、
密
々
被
申
此
事
云
々
、
（治
暦
４
・
１２
・
・７
）

Ш
又
被
仰
云
、
道
平
雖
申
可
勘
申
例
之
由
、
夜
已
可
深
之
上
、
又
二
十
八
日

右
不
可
移
御
東
方
之
忌
云
々
、
（治
暦
４
・
１２
。
・７
）

回
伽
少
史
維
孝
起
座
去
了
、
此
事
雖
不
快
、
難
制
止
之
故
也
、

（治
暦
４
●

・２

ｏ
あ
）

固
予
定
申
云
、
…

（中
略
）
…
若
於
可
遣
者
、
除
上
藤
医
之
外
可
選
遣

一
両

歎
、
（承
暦
４
・
間
８

●
５
）

の
よ
う
に
水
左
記
と
同
じ
傾
向
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
傾
向
は
水
左
記
だ
け
の



も
の
で
は
な
く
、
平
安
末
期
の
公
家
日
記
に
お
け
る
一
般
的
な
傾
向
と
認
め
ら

れ
る
。
次
に
、
水
左
記
に
は
、

「之
」
の
字
が
主
格
を
示
す
場
合
が
１８
例
あ
る
。
そ

の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、

ｍ
節
会
日
尋
有
申
文
例
可
被
行
也
、
但
縦
無
例
何
事
之
有
哉
、

（康
平
８

●

ｌ
ｏ
７
）

ｍ
神
祗
官
申
云
、
佐
所
神
事
違
例
之
所
致
欺
、

（承
保
４
・
■
●
■
）

田
道
栄
申
云
、
…

（中
略
）
…
偏
依
上
藤
有
行
之
申
、
今
月
内
避
重
復
日
可

択
申
者
、
随
宜
怒
連
署
所
成
勘
文
也
者
、
（承
保
４
・
■

・
´
）

Ш
博
陸
自
簾
中
被
示
云
、
小
忌
人
所
役
有
前
例
、
何
難
之
有
哉
、

（承
暦
５

．
■
．
２２
）

の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
本
稿
の
日
の
回
の

「何
事
之
候
哉
」
の
例
も
あ

っ
て
、
「何

・
〔名
詞
〕
・
之

。
有
（在
、
候
）
・
哉
（乎
ど

の
形
の
も
の
が
１２
例
、

「
…
之

ｏ
所

。
〔動
詞
ど

の
形
の
も
の
が
４
例
、
そ
の
他
２
例
と
言
う
よ
う
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
右
の
口
側
に
対
し
て
は
、

口
或
云
、
被
和
琴
相
加
何
事
有
哉
、
（承
保
３
●
６
●
２
）

囲
未
時
許
勘
解
由
判
官
師
国
来
云
、
…
…
（中
略
）
…
是
腰
下
熱
物
更
発
所
致

云
々
、

（承
暦
５
●
１２
・
・１
）

の
よ
う
に

「之
」
の
字
を
表
記
し
な
い
例
や
、
ま
た
、
前
述
の
「何
事
之
候
哉
」

に
対
し
て
も
本
稿
の
日
の
田
に

「何
事
候
哉
」
と
あ

っ
て
、
や
は
り

「之
」
の

字
を
記
さ
な
い
例
も
見
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
主
格
を
示
す
用
法
の

「之
」
の
字
は
右
の
よ
う
な

一
定

の
表
現
類
形
の
な
か
で
記
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
こ
れ
は
前
述
の
小
右
記
に
見

え
る
傾
向
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

０

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

「之
」
の
字
が
修
飾
の
関
係
を
示
す
場
合
に
つ
い
て
は
、
貞
信
公
記

に

尺
可
）
‥
之
状
」
と
言
う
表
記
様
式
が
多
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
日

記
独
得
の
傾
向
と
み
な
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
御
堂
関
自
記
は
別
と
し
て
、

本
稿
で
取
り
上
げ
た
日
記
全
体
に
お
け
る
傾
向
と
し
て
は
、
「
間
」
「後
」

「由

（形
式
名
詞
ど

の
語
が
被
修
飾
語
と
な
る
場
合
に
そ
れ
ら
の
語
の
上
に

「之
」

の
字
が
記
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
平
安
末
期
に
な
る
と
い
っ
そ
う

強
く
な
る
。

ま
た
、

「
可
…
之
由
」
と
言
う
表
記
様
式
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
も
貞
信
公

記
、
水
左
記
を
通
じ
て
の
傾
向
で
あ
る
。

そ
し
て
、
平
安
末
期
に
な
る
と
、
「間
」
「後
」

「由
」
の
語
の
ほ
か
に
、
被

修
飾
語
が
形
式
名
詞
ま
た
は
形
式
名
詞
風
の
語
で
あ
る
場
合
に
そ
の
上
に
「之
」

の
字
が
記
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
別
の
面
か
ら
言
え
ば
、

「
…
之
処
」
「
…
之
上
」
７
‥
之
間
（時
の
副
詞
句
を
構
成
す
る
形
式
名
詞
と

の

よ
う
な

「之
」
の
字
を
含
む
和
風
の
表
記
様
式
が
成
立
し
か
け
て
い
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
ロ
ド
リ
グ
ス
の
日
本
大
文
典

に
よ
れ
ば
、
「動
詞
に
直
接
す
る
属
格
」
と
し
て
、

「主
と
し
て
書
き
こ
と
ば
に
於
い
て
、
例
へ
ば
、
く
ｏ
Ｌ
（由
）、
＞
【ヽ
人
間
）、

９
０
（条
）、
く
口
る

（故
）、
↓
８
８
ｏ
（処
）、
↓
ｏ
日
配
ミ
”
（輩
）
等
の
如
き

一
種
の
実
名
詞
が
動
詞
に
続
く
場
合
に
は
、
動
詞
の
直
後
に
格
辞
の
Ｚ
ｏ
（
の
）

を
添
へ
る
。
例
へ
ば
、
∽
“
σ
ｏ”
“
●̈
ｏ
く
ｏ
と

（す
べ
き
の
由
）、
８
０
●
げ
ｏ
Ｏ
Ｌ
｝

●
８
”０
”
（書
く
べ
き
の
間
）、
日
”
一Ｅ
う
０
９
０
（参
る
の
条
）、
こ
Ｓ
魁
一●
ｏ
一９



８
８
ュ

（従
ふ
の
処
に
）。
」
（土
井
忠
生
氏
訳
に
よ
る
〕

と
あ
る
が
、
右
の
引
用
文
の
な
か
で

「条
」
の
語
を
除
い
て
他
の
す
べ
て
の
語

が
、
平
安
末
期
の
資
料
で
あ
る
水
左
記
の
な
か
の
、
上
に

「之
」
の
字
を
伴
う

確
率
の
高
い
語

の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
り
、　
ロ

ド
リ
ゲ
ス
の
指
摘
し
た
右
の
よ
う
な
事
実
は
、
表
記
の
面
だ
け
か
ら
見
れ
ば
、

早
く
平
安
末
期
の
水
左
記
に
お
い
て
す
で
に
成
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

スつ
。次
に
、

「之
」
の
字
が
主
格
を
示
す
場
合
に
つ
い
て
は
用
例
が
少
な
い
が
、

平
安
中
期
の
小
右
記
で
は
主
格
を
示
す

「之
」
の
字
は
一
定
の
表
現
類
形
の
な

か
で
記
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
こ
の
傾
向
は
平
安
末
期
の
水
左
記
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
公
家
日
記
類
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な

「之
」
の
字
の
使
用
の

傾
向
に
対
し
て
、
御
堂
関
白
記
は
こ
の
面
で
量
的
に
も
質
的
に
も
異
な

っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
り
堂
関
白
記
の
表
記
様
式
が
著
し
く
破
格
の
多
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
０
夜
半
許
、
従
斎
院
中
宮
琵
琶

・
琴
等
被
奉
、
是
其
形
也
、
入
腹
中
扇
等
、

使
者
仁
久
る
を
捕
留
給
禄
云
々
、
（寛
弘
６
●
７
●
７
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
の
な
か
に
和
文
の
語
順
に
従

っ
た
か
な
書
き
の
部
分
が
挿

入
さ
れ
る
な
ど
、
他
の
日
記
の
表
記
様
式
と
著
し
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
帰

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
日
記
の
な
か
に
は
見
え
な
い
が
、
左
経
記
に
、

②
新
中
納
言
申
云
…

（中
略
）
…
暫
被
待
帰
洛
、
果
不
上
、
以
傍
官
之
可
然
、

令
役
使
有
何
難
乎
、
（長
元
４
ｏ
３

●
郎
）

と
あ

っ
て
、
右
の
傍
点
の
部
分
は

「傍
官
の
然
る
べ
き
」
と
訓
読
さ
れ
る
の
で
、

こ
の

「之
」
の
字
は
同
格
を
示
す
働
き
を
し
て
い
る
珍
し
い
例
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
「之
」
の
字
の
主
格
を
示
す
用
法
か
ら
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「之
」

の
字
が
同
格
を
示
す
場
合
に
つ
い
て
は
拙
稿

「記
録
体
の
一
考
察
―
平
安
時
代

の
公
家
日
記
類
を
中
心
に
―
」
愛
媛
国
文
研
究
第
十
八
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
類
に
お
い
て
は
、
全
体
的

に
見
て

「之
」
の
字
が
主
格
を
示
す
場
合
―
同
格
を
示
す
場
合
は
言
う
ま
で
も

な
く
―
は
少
な
く
、
修
飾
の
関
係
を
示
す
場
合
が

「之
」
の
字
の
用
法
の
中
心

と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
両
者
の
場
合
に
お
い
て
、

「之
」
の

字
の
使
用
は
一
見
恣
意
的
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な

一
定

の
傾
向
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔補
注
〕
本
稿
で
取
り
上
げ
た
日
記
類
に
お
い
て
は
、
「件
（く
だ
ん
の
ビ

「指

（さ
せ
る
ど

な
ど
の
連
体
詞
が
修
飾
語
と
な
る
場
合
に
は
そ
の
下
に

「之
」

の
字
を
記
さ
な
い
。

ま
た
、
「此
↑
」
の
ビ

「其
（そ
の
と

な
ど
の
代
名
詞
が
修
飾
語
と
な
る
場
合
、

お
よ
び
、
「
酉
（と
リ
ビ

「戊
（
い
ぬ
ビ

な
ど
の
時
刻
を
表
す
語
が

「時
」
の

語
の
修
飾
語
と
な
る
場
合
に
は
、
左
に
挙
げ
る
各

一
例
を
除
い
て
は
こ
れ
ら

の
語
の
下
に

「之
」
の
字
を
記
さ
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、
以
上
の

よ
う
な
場
合
は
用
例
数
の
な
か
に
含
め
な
い
。

ｏ
大
略
以
此
之
旨
依
仰
遣
寺
、
大
衆
騒
動
頗
平
敷
、

（水
左
記
、
承
暦
２

●

１
．
２．
）

ｏ
終
日
陰
、
辰
之
時
間
細
雨
下
、
（同
、
承
保
４
・
８

●
５
）

な
お
、

「之
」
の
字
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
文
書
を
そ
の
ま
ま
の
形

で
収
載
し
て
い
る
場
合
は
こ
れ
を
除
外
し
た
。

（注
）

①

「書
紀
に
見
え
て
ゐ
る

『
之
』
字
に
つ
い
て
」

（福
田
良
輔
氏
著

「古
代
語

文
ノ
ー
ト
」
《南
雲
堂
桜
楓
社
と



②
権
記
の
文
章
は
記
録
体
を
土
台
と
し
て
い
る
が
、
時
に
馴
文
形
式
を
織
り
交

ぜ
て
い
て
、
こ
の
点
で
他
の
公
家
日
記
の
文
章
と
異
な
る
。
詳
細
は
拙
稿
弓
告

諭
』
を
め
ぐ

っ
て
―
権
記
の
文
体
―
」
釜
“文
第
２７
輯
∧
大
阪
大
学
Ｖ
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。

③

「『花
を
見
る
の
記
』
の
言
い
方
の
成
立
追
考
」
（文
学
論
藻
１４

〔昭
和
譴
年

６
月
じ

④
藤
堂
明
保
氏
、
近
藤
光
男
氏
著

「中
国
古
典
の
読
み
方
―
漢
文
の
文
法
」

（江
南
書
院
）

⑤
峰
岸
明
氏

「今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漢
文
の
影
響
に
つ
い
て
―

『
間
』

の
用
法
を
め
ぐ

っ
て
―
」
（国
語
学
第
３６
集
）
参
照

⑥
②
に
同
じ
。

⑦
朝
観
行
幸
部
類
よ
り
採
収
し
た
嘉
承
２
年
１
月
３
日
、
改
元
部
類
記
よ
り
採

収
し
た
嘉
承
３
年
７
月
２６
日
お
よ
び
同
年
８
月
３
日
の
記
述
は
除
く
。

③
高
松
政
雄
氏

「御
堂
関
白
記
の
実
態
―
主
に
表
記
の
面
か
ら
見
た
―
」

（国

語
国
文
第
３．
巻
第
９
号

〔昭
和
３７
年
９
月
じ
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
助
教
授
）
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